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文・聞き手：鴻巣俊博

水戸芸術館新専属楽団「カルテット AT 水戸」、
この夏始動！

アット

　今年8月6日、「水戸室内管弦楽団

（MCO）」「新 同盟」 続

新 専属楽団「  AT 水

戸」 活動 開始 。小澤征爾館

長 絶大 信頼 寄 MCO

川崎洋介 呼 集

、西野 、柳瀬省太 、

辻本玲 弦楽四重奏団 。

彼 10年間、佐世保

「 ・ 」 活

動 続 4人。 夏 水

戸芸術館 年 1回、 1週間

入念 経 演奏会 開

。

　 期間中 近隣 福祉

施設 出向 、子

指導 行 地域

繋 作 目指

。演奏会 曲目 関

交 、室内楽 身近 感

標榜 。

「  AT 水戸」

、英語表記 「Quartet 

AT Mito」 、水戸芸術館 英

語名「Art Tower Mito」 略称

「ATM」 隠 仕掛 。

川崎 中心 、 皆

考 。

　 4人 MCO、 松本

・ ・ 出演

重 。

簡単 紹介 。

　第1 川崎洋介さん
生 育 、

音楽院 卒業。1999年4月、21歳

時 MCO 初参加 、2002年

。MCO 曲

変

特徴 1 。川崎 今 何度

担当 、指揮者 演奏

精鋭

。現在 居

構 、 ・ ・

管弦楽団

務 。

　西野ゆかさん 、桐朋学園大学在

学中 結成 弦楽四重奏団「

・ 」 第1

奏者 存 方 多

思 。 ・

国際弦楽四重奏

最高位 受賞 、国内外 数々

受賞歴 誇 「 」

西野 、「  

AT 水戸」 第2

要 担 。MCO

2008年 初登場、今年5月 第

111回定期演奏会（指揮： ・

、 ： ・ ）

奏者 出演

。

　柳瀬省太さん 日本

学 、 州立

歌劇場管弦楽団 入団、現在 読売

日本交響楽団 ・ 奏者 務

、 仕込

奏者。MCO 初登場 川

崎 早 1997年 、 後

奏者 幾度 出演、「

・ ARCO」

室内楽 目覚 活躍 見

。

　 辻本玲さん 子供時代

過 、東京藝術大学 首

席 卒業後 留

学、国内外 数々 賞

受賞 。

、近年

活動 力 入 、2020

年 NHK交響楽団 首席 奏

者 就任 。MCO 2011

年 初登場、 10回以上

MCO 朗々 響

聴 。

アット

アット

アット



　普段 住

川崎洋介 。NHK交響楽団 定

期演奏会

出演 来日

川崎 行 。

―お父様の川崎雅夫さん（水戸室内

管弦楽団[MCO]ヴィオラ奏者）に初

めてヴァイオリンを習ったと伺いまし

たが、ヴァイオリンを始めたときのこ

とを聞かせてください。

　 始 遅 方

6歳 。 頃 記憶

…。父 習 始

、1年 経 7歳 10歳

間、五嶋 母様 五嶋

節 習 始 。初 出

課題 、 交

響曲 難易度 高 曲 、

親 話 聞

。 弾

別 話 （笑）。覚

受

部屋。隣 部屋

弾 聴 記

憶 。

―現在川崎さんはMCOのメンバー、

そしてオタワ・ナショナル・アーツ・セ

ンター管弦楽団のコンサートマスター

を務める傍ら、水戸でも公演した「ト

リオ・インク」など室内楽の活動も活

発に行っています。演奏する立場から

見て、オーケストラと室内楽の違いは

どのようなものでしょうか。

　個人的 準備 、自分 音楽的

持 共通

部分 、室内楽 各演奏家

個性 生 創 上

一番

違 所 。 、主

、 取 方 、全体的

視点 気

進 。 同

、 視点 必要。

顕微鏡

。

　 60～65人

中規模、MCO 小編成

30人程度 。 基本的

違 。

度NHK交響楽団

初 務

、 大編成

。

MCO 感覚 違 思 。

車 、大 車 運転

感覚。 切

全体 伝 時間

。 比 、

室内楽 突 詰

、 室

内楽 大 違 。

―「カルテット AT 水戸」のメンバー

について聞かせてください。

　

　 10年間、佐世保

・ 活動 続

、実

結成 生 地

水戸 。僕 MCO 水戸

来 、佐世保 方

水戸 来

結成 話 持 掛

。 京成 、

僕 食 話 聞

（笑）。

　 結成 、最

初 声 玲 （辻本

） 。奥志賀 室内楽

僕 講師 、渡辺

實和子 受 持

受講生 彼 演奏 初 聴

。 弦楽四

重奏曲 作品127 演奏 思

。 自分 音楽的 感覚

似 、 感 、 頃 彼

演奏 思

。 20年 前 。

省 （柳瀬 ） （西

野 ） 松本 ・ ・

友達 2人。僕

・ ARCO（伊

藤亮太郎 、双紙正哉 、柳瀬省

太 、古川展生 ） 仲
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川崎洋介（ヴァイオリン）インタビュー
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良 、 省

願 。

・

第1 活躍 、

深 知 2人

演奏 、 思 声

。 音楽的 人間的

合 友達 、 仕事 演奏

感覚 。一緒 演奏

本当 楽 。

―このカルテットは、演奏会の時に

トークを入れてお客様との距離を縮

めること、そして毎回あまり知られて

いない作曲家の作品をプログラムに

いれることを標榜しています。今回は

ポール・ウィアンコ（1980-）という作

曲家の〈弁慶の立ち往生〉がプログラ

ミングされました。この選曲に至った

経緯をおしえてください。

　日本

、 入

当 前

。水戸 。

　僕 ・ 作品 初

演奏 、

室内楽演奏会 時。

間 、 期間

・ ・ 運動 広

知 、

多様性 注目 始 時期

。 演奏会 黒人 作曲家

・ （1941-）

作品 、黒人霊歌〈Swing Low, 

Sweet Chariot〉 変奏

弦楽四重奏曲 取 上

。 合

〈 〉 。

来 黒人霊歌 興味 、

（五音音階） 使

始 。

1曲、若 人作曲家 曲 、

時 ・ 〈

〉 作品 出会 。

音楽的 面白 曲

。全体 、 歴史 俯瞰

。

　僕 面識

、姉 ・

音楽院

同期 。今 演奏 作曲

活躍 人 。

聞 、「知

名前 」 思 。作曲家

得 曲

作 。彼

生 育 、母親 日本人

日本 興

味 思 。自分

誰

気 。

生 〈弁慶 立

往生〉 曲 興味深 。

　自分 経験 良

経験 、 誰 思

。例 「 映画

面白 見 」 、「

料理 美味

今度一緒 行 」 。 同

、 僕 演奏

「良 」 思 作

品 人 知

気持 、今 生 作曲

家 作品 広 意味

思 。

日本 比 演奏会

多様性 求

動 思 、「

 AT 水戸」 演奏会 僕 経

験 皆

場 思 。

―〈弁慶の立ち往生〉というタイトル

なので、日本的な音階が使われている

のではないかと思いましたが、実際聴

いてみるとまったくそうではなく、弦楽

器の特殊奏法を使ってこのストーリー

を国籍にとらわれずニュートラルに描

写しようとしているように感じます。

　弦 指

多 。 、楽譜 見

合 、各

奏者 演奏 部分

結構 。

、作曲家 扱

方 全然違 面白 。例

弦楽四重奏

楽章 、

音楽 作 例 。

一方、

使 人 。有名

《四季》〈冬〉第2楽章 、暖炉

薪 燃 描写 登場

。 音

、

全 違 。矢 飛 音

描写 使

。彼 曲 、突然

系 出 、僕

同 “今” 生 人 書

作品 感 。

　今回最初 演奏

、 強 希望

選曲 。後期 弦楽四重奏

中 他 作品 演奏

、〈 王〉

、他 頻繁

演奏 曲 。明

曲調

1曲 思 。

―後半のシューベルト〈死と乙女〉は

弦楽四重奏の傑作中の傑作ですね。

　 一度演奏

、 時 作品

歌曲 詩 朗読 後 演奏
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。水戸 、 作品 深

味 仕掛

思 。

　 曲 経験

。 迫力 曲 、学生

時 勉強 思 出

。 弦楽四重奏団

第1 奏者 ・

先生 、他 学

生 曲 演奏 聴講

時 覚 。

変奏 楽章 説明 、4

人間 体 各部分 喩

説明 。第1

心臓、第2 神経組織、

魂… 具合。人

間 身体 独立 器官

持 、1 身体 形作

同 、 部分

別 独立

1 音楽 作

伝 喩 。

　MCO 録音 、

編曲 版 個

人的 思 出 。

音楽祭 、指揮者

・ 音楽監督 就任

1998年

、前半 協奏

交響曲、後半 《死 乙女》

。協奏交響曲 、

・

弦楽四重奏団 奏者

・ 。

僕 弦楽四重奏団

、「 、 ・ 弾

!」 楽

。 前半 終 休憩時

間、 仲間 「 《死

乙女》 一緒 弾 最高

」 雑談 。

。

後半 始 、 、僕

上 指揮者

登場 待 、

袖 扉 開 出 指

揮者 。

譜面台 椅子 出 彼 後

歩 出

、 一番後 席 一緒

弾 ! 「 一緒

《死 乙女》 弾 !」 、

大 盛 上 、僕 今

演奏会 中 5 入

思 出深 。

曲 持 強烈 個性

相 、 。

―記念すべき第1回演奏会、とても楽

しみなプログラムです! 最後に水戸の

皆さんにメッセージをお願いします。

　僕 水戸 演奏 、

（帰郷） 感

。日本 初 演奏 仕事

MCO 、 以来日

本 演奏 機会 増 感謝

。今 仕事 忙

以前 参加 、昔

毎回出演

。偶然 祖父母 水戸 近 、常

陸太田 人 、

MCO 僕 若 頃 見守 続

客 水戸

思 、本当 。MCO

「 ・ 」「

・ 」 室内楽 、水戸 中

学生 演奏 聴

機会 。

水戸 、専属 活

動 本当 嬉 。

演奏者 人数 少 分、

客 距離 近 。

水戸芸術館 集 皆 継続

濃

、 思 。

（2023年6月6日、zoom ）
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水戸芸術館 新専属楽団
カルテット AT 水戸
第1回演奏会
2023.8.6（日）14：00
全席指定 一般¥4,500、
U-25（25歳以下）¥1,500

■公演情報

1999年4月、川崎洋介さんが初めて水戸室内管弦楽団に出演した第38回定期演奏会（最後列の左から3番目が川崎さん）。

●曲目
モーツァルト：弦楽四重奏曲 第21番 ニ長調 

K.575〈プロシャ王 第1番〉
ウィアンコ：弁慶の立ち往生
シューベルト：弦楽四重奏曲 第14番 ニ短調 

D810〈死と乙女〉

アット
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　水戸室内管弦楽団 ・

奏者 出演 重 竹島悟史

、打楽器奏者

加 、 、作編曲家

活動 行 才人 。 、

・ ・  ・

（SKO ） 、欠

演奏家 、他

全幅 信頼 寄

存在 。 竹島 、SKO

話 。

　新 水戸市民会館 7月2日 開

館 。市役所 隣 旧水

戸市民会館 移 、南側 国道

50号 面 、北側 水戸芸術館

隣接 建設 。国道50号

挟 向 側 京成百貨店

、市民会館 上空通路（横断歩道

橋） 結 。 、水戸市

民会館 場所 移設

、水戸市民会館 水戸芸術館 京

成百貨店 連携 、「MitoriO（

）」 愛称 下、街 賑

創出 文化 期待

。

　水戸芸術館 、 名 示 通 、

西洋 中心 数百年 育

「芸術」 音楽、演劇、美術作品

紹介 新 創造 活

動 基盤 。

一方 水戸市民会館 、

芸術 限 、

「文化」活動 場

機能

思 。 、音楽

分野 言 、水戸芸

術館 西洋芸術音楽、

音楽 主 対象

対 、水戸市民会館

音楽 中心 、

音楽 迎

。

　地域 皆 一層充実 文化

活 動 実 現 、

「MitoriO」構想 実現 、水戸

芸術館 、 30数年 活動

中 獲得 経験

、水戸市民会館 運営 役立

、連携 図 思 。

　8月30日 、開館記念事業

、水戸市民会館

（大 ） 、水戸芸術館主催

「 ・ ・  

・ （SKO ）」公演

開催 。小澤征爾水戸芸術館館

長 総監督 務 ・ ・

誇 豪華 金管楽器奏

者 。 ・

・ 世界最高

峰 奏者 日本

奏者 一体 紡 上 、神々

華麗 輝 演奏 、新 市

民会館 祝 。

　 第1部 、

・ 真髄 披

露 音楽特集 。村

上春樹 長編小説『1Q84』 登場

〈 〉

皮切 、 初期 人作

曲家 編曲 舞曲作品、J.S.

後妻 ・

贈 音楽帳 中 収

名旋律、 ＝ 〈交響

曲 第3番 “ 付 ”〉 終楽章

構成 。第2部 、SKO

魅力 炸裂 。

〈 〉、

〈 〉、

〈 ・ ・ 〉

名曲 数々 贈 。

文・聞き手：中村 晃

提供：水戸市

SKOブラスで演奏する竹島悟史氏

新オープンの水戸市民会館で、
SKOブラスを聴く。

竹島悟史（打楽器奏者）インタビュー



―これまでの水戸芸術館での公演

で、圧巻の演奏を聴かせてくれたSKO

ブラスですが、アンサンブルのメンバー

である竹島さんから見たこのアンサン

ブルの凄さをお聞かせください。

　今 、数 切 多

参加

、 「仲間 一緒 一

音楽 作 」 意識 特化 、

満 場 多

。 参加 金管楽器奏者

全員 、 高 技術力 音

楽力 持 合

、 直線的 体現

、必 仲間 音 混 合

「 生

音」 作 上 。技術的 目 飛

出 難

、決 最前面 出

、音楽 一要素 溶 込

。本番中 、 瞬間瞬間

即座 反

応 、 時 音 出来上

。誤解 恐 言 、本

番 終点

準備作業 決 事 作

、本番 常 活

活 音 変化 、

。

母体 ・ ・

特色

、 全員 本当

仲良 。気 良 仲間 集

、 仲間 考

音 作 ......

、

愛情

音楽 宿 。

　 、 本当

・

音 ？ 思 、

色彩豊 立体的

鳴 響 。

曲 熟考 、 音楽 必要

音色 、自分 楽器 音

意味狭 概念 取 払 選

、金管楽器 、

聴

感覚 陥 。手品 。

　 素敵 夢 音 様々

加 、舞台後方

色々 打楽器 参戦 、

背中 音楽 想

伝 、何 不自由

感 、一緒

嬉 。幸 。

―今回は、水戸市民会館の開館記念

事業の一環として、2000席のグロー

ビスホールでの公演となります。聴き

どころや演奏会の楽しみ方を教えてく

ださい。

　大好 街 水戸 、 新

文化 場 出来 、本当 嬉

思 、羨 感 。

新 僕 音 鳴 響

、 楽 。

　今回 曲 生

時代 国 様々 、色々 音楽

少 味

考 。 ・

輝 迫力

、得 言

音 、 軽

音、哀愁 帯 音、色々 音色

堪能 思 。

　音楽 、音 楽 。音楽

学問 捉 知識 理屈

縛 何 窮屈 、出

来 頭 中 空 心

感 嬉 。

、新 新 座席 、皆

楽 ？2時間 短

時間 、 心

。

―お客さまに向けてメッセージをお

願いします。

　 数年 世 中 全 激変 、

音楽界 大 影響 受

。僕 、

大好 。好 気持

、 何 邪魔

素敵 痛感 。仲

間愛 満 喜

、惜 全 音 乗

届 、今 、 生

音楽 在 幸 、新

一 空間 共有 ？

瞬間 笑顔

準備 、 一同心

待 申 上 。
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水戸市民会館開館記念事業／
水戸芸術館連携事業
サイトウ・キネン・オーケストラ
ブラス・アンサンブル
2023.8.30（水）19：00
会場：水戸市民会館グロービスホール（大ホール）
全席指定 A席¥4,000、B席¥3,000、
U-25（25歳以下）¥1,000

●曲目
【第1部】
ヤナーチェク：〈シンフォニエッタ〉より
　“ソコル・ファンファーレ”
プレトリウス：〈テレプシコーレ舞曲集〉より
J.S.バッハ：〈アンナ・マグダレーナ・バッハの
音楽帳〉より  “御身が共にいるならば” 
BWV508（伝G.H.シュテルツェル）
サン＝サーンス：交響曲 第3番 ハ短調 作品78
「オルガン付き」より 終楽章
【第2部】
ピアソラ：〈ブエノスアイレスのマリア〉より
ガーシュウィン：〈ポギーとベス〉より
バーンスタイン：〈ウェスト・サイド・ストーリー〉より

■公演情報

昨年の水戸芸術館公演より
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　〈 学校〉〈夏 思 出〉〈

秋 〉 子 大

人 広 親 童謡・唱歌

歌曲 、 “ ” 作品 中心

3000近 曲 世 送 出 中田

喜直（1923-2000）。生誕100年 記

念 、9月18日 中田作品 集

演奏会 開催 。 中田喜

直 半生、 珠玉 作品 誕生

紹介 。

※文章中 太字 曲名 、今回 演奏会
取 上 作品 。

音楽一家に生まれる
　中田喜直 1923年（大正12年）、

渋谷区景丘町 中田家 次男

生 。父 〈早春賦〉 作曲者

知 中田章。「音楽

大切 、美 音楽 素直 喜

心 」 想 込 喜直 名

付 。名前 正式

読 方 「 」 、作曲家

「 」 名前 活動

（ 苗字 「 」 、

「 」 呼 返事

、 ）。

父 章 東京音楽学校（現・東京藝

術大学） 音楽理論 教

、兄 一次 作曲家・

奏者 名 馳

人物。 中田家 蓄音機

童謡 流 、幼

喜直 音楽 囲 育

。 頃 触 山田耕筰

歌曲 大 影響 受 、

後 回想 。

戦時中の学生時代
　8歳 時 正式 習

始 、12歳 時 見 映画

「別 曲」 感化

心酔、喜直 目指

。1941年、東京音楽学

校本科 専攻 進 、声楽科

生徒 伴奏 頼 多

。同期 声楽科 水戸

芸術館音楽部門元総監督 畑中良

輔 、歌曲 作曲 関 詩

捉 方 彼 学 面 大

喜直 語 。 年 12

月太平洋戦争 開戦、音楽学校 学

生 軍需工場 駆 出

多 。1943年 徴兵

、訓練 後戦闘機 操縦士

赴任 。運 司令

部勤務 前線 送

、彼 所属 飛行

戦隊 休養 発

1 月後、米軍 島 上陸 、

残 操縦士 全員特攻隊員

命 落 。 1 月

差 明暗 分 恐 戦争 、喜

直 「命 大切 」 心底感

。

作曲家としてデビュー
　手 小 諦 作

曲家 決意 固 喜直 、終

戦後、夜 収入 得 米軍

演奏、昼間 作曲 勤

生活 送 。1946年、23歳 喜

直 畑中 「新声会」 一員

。 会 柴田南雄（吉田秀和

初代館長、齋藤秀雄 共

桐朋学園大学音楽科 前身 立 上

音楽家） 提唱 発足 、團伊

玖磨、石桁真礼生、別宮貞雄 会

員 名 連 若手作曲家 演奏家

。喜直 新生会第3回試演

会 曲〈  第1番〉 発

表 作曲家 果 。

　1947年、第5回試演会 《六つの

子供の歌》 発表。初演 畑中

夫人 歌手 更予 。客

席 聴 川端康成 「中田

歌 書

」 称賛 、 後数多生 出

中田歌曲 出発点 。

同年、畑中 初 《海四章》

初演、1949年 畑中 詩

《四季の歌》、 翌年 《マチネ・

ポエティクによる四つの歌曲》 更予

初演 、畑中夫妻

喜直 音楽的 強 感

。

ラジオで広まる名曲たち
　芸術性 高 歌曲 生 出 一

方、 放送 作曲依頼 増

。尾瀬 咲 水芭

蕉 風景 歌 〈夏の思い出〉

1曲。 戦争 爪痕 残

1949年、詩人 江間章子 内幸町

NHK 呼 、「荒廃 国土 暮

日本国民 夢 希望 与 歌

流 」 、「 歌謡」 番

組 放送 歌 作詞 依頼

。出来上 詞 読 若手

中田喜直の“うた”の世界
文：鴻巣俊博～生誕100年に寄せて～

中田喜直（1980年頃）



「尾瀬 、何処

。 聞

…」 反応。 、

当時尾瀬 学者 研究目的 訪

、一般 人

知 土地 。尾瀬

名 全国的 知

、 歌 力

。NHK経由 江間 詞 受

取 喜直 、尾瀬 行

（初 訪

約40年後 1990年 ）。

頭 中 楽想 湧 上 、時

間 1曲 。 、

前 作曲 喜直 脇

「 粗末 ?」

母 声 聞 。母

忠告 後 先 1度 。

彼 忠告 聞 、言葉 音楽 繋

丁寧 見直 改作、 名曲

生 。「僕 『母

思 出』 言 作品」 語 喜直

、 曲 印税 母 亡

渡 続 。

　作詞家 1951年

〈かわいいかくれんぼ〉 喜直 組

大 気 入 、童謡作詞 依

頼 度 作曲 喜直 指名、 2

人 作品 200曲以上 。

名曲〈ちいさい秋み

つけた〉 1955年 NHK 1

度放送 、 聴

1人 人物 情熱 曲 命運

分 。 人物 名 長田暁

二。当時

彼 歌 聴 衝撃 受

「背筋 電流 走 」

。当然、長田 化

考 、当時

会社 専属作

家。 作品 発売

。機

7年、1962年

念願 化 叶

。 歌

年 日本 大賞

童謡賞 受賞。「人 出会 、結

、幸 歌」 長田 振 返

、 曲 ＆中田

高 評価 、

童謡

広 。

　冬 名曲〈雪の降るまちを〉 、昭

和中期 放送 取 巻 環境

偶発的 生 出 歌 。

1951年、喜直 NHK

「 子 」 音楽担当 、

挿入曲 作曲 。当時

生放送。 放送前

、台本 短 放送 空白

分

。 空白 埋 歌 流

、台本 担当 劇作家

内村直也 急 詞 書 上

。喜直 大至急曲 付 、

時 後 「詞 読

作 。 、言

葉 大切 考

。 場合、歌作

感 」 事 語

。 曲 急

思 心 打 、放送

後大 反響 呼 。NHK

歌謡番組 放送 決 、1番

歌詞 2,3番 加 独立

曲 発表 。

　 季節 歌 数多 作曲

中田喜直。 中 春 歌

偶然 。自身

「春 歌 作 、

」「《早春譜》

歌 今 歌 、

私 父（中田章） 作曲 唯一知

歌曲 、 何 」

「 春 歌 、私

邪魔 、敬意 表

。 言 、講演 時 聴

衆 笑 」 記

。深 優

―喜直 人柄 作品

出 感 。

　1979年、亡 後

継 日本童謡協会 第2代会長

就任、1986年 全国童謡歌唱

開催 、子 大人

、全 人 心 童

謡 普及 尽力 喜直。2000年

76歳 惜 他界 、

“ ” 数々 私

心 中 生 続 、

歌 継 。

　9月 演奏会 、日本歌曲演奏・

解釈 第一人者 、当館 畑中

元総監督 日本歌曲 企画 携

塚田佳男 曲目構成・

話・ 迎 、日本歌曲

演奏 届 。

生誕100年 記念 演奏家

、心 響 中田喜直 “ ”

世界 堪能 。

●参考資料
上田信道「名作童謡 物語」（創元社・
2005年）
長田暁二「心 日本 歌101選」（

・2007年）
読売新聞文化部「唱歌・童謡 」（岩
波書店・1999年）
中田喜直「随筆集 音楽 人生」（音楽之友
社・1994年）

9

中田喜直の”うた”の世界
～生誕100年に寄せて～
2023.9.18（月・祝）14：00

出演：塚田佳男（曲目構成・お話・ピアノ）、
小泉惠子（ソプラノ）、田坂蘭子（ソプラノ）、
布施雅也（テノール）、清水良一（バリトン）、
田中悠一郎（ピアノ）

全席指定 一般¥3,000、
U-25（25歳以下）¥1,000

●曲目
《“マチネ・ポエティク”による四つの歌曲》
ちいさい秋みつけた、めだかの学校、
夏の思い出、夜店の唄、歌をください　ほか

■公演情報
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　私 拠点 20年近

。実際 住

影響 、教科書 学 想像

以上 大 、現在 深

根付 肌 感

。

　今回、 代表

弦楽四重奏団

来日 、

主 、 日本

人 音楽 影響 強 受

武満 作品 含

。

　

、

曲 主 〈詩曲〉 弾

多 思 。私 〈詩曲〉

10代 頃 親 。

　今回取 上 、

弦楽四重奏 〈協奏曲〉

存在 知 移 頃。

20代 、

構想 色彩感 触発 、 弾

機会 探 。実際 初

演奏 2016年

音楽祭 、 後

弦楽四重奏団 南仏 音楽祭 弾

機会 得 。私 〈協奏曲〉

陰影 富 、時 何処

陰鬱 、時 薄灯 照

浮 上 光 反射、詩

魅力 感 。

　 元々作家志望 、

画才 、色々迷 結果、最終的

作曲家 。彼 所有

美術 仏印象派

画家 勿論 事、歌麿、春信、写楽

浮世絵作家 名 、

影響 最中 生

事 窺 知 。話 、

北 家 庭 池

素晴 、家 中 浮世絵

数 圧倒 。壁 壁

浮世絵 飾 。

日本 日本文化 憧

、今日 根強 受 継

。

　 様々 音楽祭 一緒

四重奏団、

素晴

・ 、今回私

日本 大切 拠点 一 水

戸 共演 嬉

思 。

コンサートに寄せて
庄司紗矢香～ショーソン〈協奏曲〉の魅力

©Laura Stevens

©Marco Borggreve
ベンジャミン・グローヴナー モディリアーニ弦楽四重奏団

©Luc Braquet



　 演奏 曲 作曲

年 見 。

武満徹：妖精 距離 1951年

：Vn  1916～17年

：弦楽四重奏曲 1902～03年

：協奏曲 1891年

　19世紀末 書

〈協奏曲〉 向 、時代

。

影響 色濃 武満作

品 含 、 近代 室

内楽創作 辿 旅 魅力的

。

　 ・ （1855～

1899） 、庄司紗矢香 左

述 通 、

〈詩曲〉 知 作曲家 言

。裕福 家庭 生 、自身

上流階級 女性 結婚 、複数 別

荘 持 、見事 美術品 数々 所

有 。 主宰

出入 若

、芸術家 支援

力 尽 、自 作曲 時間

取 伝 、彼

交友関係 多彩 。作曲家

、 、

、 、 、

集 、

他 、 、

文学者、 、 、 、

美術家 彼 出入

。

　 30代半

取 組 作品

、 弦楽四重奏

〈協奏曲〉 。4楽章 成 、演奏

40分 要 大作 、

、弦楽四重奏 伴

奏 協奏曲的性格 、

、 、弦楽四重奏 六重奏

室内楽的性格 両面 備

。初演 大成功 博 。

後、 管弦楽

〈詩曲〉 交響詩〈祭 夕 〉

完成 、 室内楽

頂 〈弦楽四重奏曲〉 作曲

挑 。 、44歳 時、自転

車事故 突然 世 去 、〈弦楽四

重奏曲〉 未完 残

。

　 国内 状況 目 転

、同 頃、〈弦楽四重奏曲〉 創作

新 世

代 台頭 、著 “進化”

。 ・ （1862～

1918） 耳慣 音響 実験 満

〈弦楽四重奏曲〉 発表 約10

年後、 ・ （1875～

1937）〈弦楽四重奏曲〉 世 問

。 違

方 旋法 用 、近代的音響

抒情 持

作品 評判 上々 、

「音楽 神 私 名 、君 四

重奏曲 一音符 変更

」 伝 。（ 、

自身 仕上 満足

、後年改訂 施 。）

　 近代 代表

、二人 室内

楽曲 多 残 、 散発的

書 印象 。 、

唯一 例外 言

晩年 。“ 楽器

6 ” 構想 、〈

〉、〈 、

〉、

〈 〉

3曲 作曲 。 後、病

倒 、〈 ・ 〉

“白鳥 歌”

、晩年 複

雑 音楽的想念 作品 深

刻 言 。

　時 流 、第2次世界大戦後、

多大 影響 受

作曲活動 開始 武満徹

（1930～1996） 。

〈妖精 距離〉 、

20歳 武満 、

代表的芸術家・瀧口修造 同名

詩 想 得 作曲 作品。

的 響 中

、若 武満 鋭利 感性 息

。

　 魅力的 、

庄司紗矢香 世界一流

演奏 聴 機会 滅多

。 聴 逃 。

11

庄司紗矢香（ヴァイオリン）、
ベンジャミン・グローヴナー
（ピアノ）、
モディリアーニ弦楽四重奏団
2023.9.23（土・祝）15：00
全席指定 一般¥7,000、
U-25（25歳以下）¥2,000

●曲目
武満徹：妖精の距離―ヴァイオリンとピアノの
ための　
ドビュッシー：ヴァイオリン・ソナタ
ラヴェル：弦楽四重奏曲 ヘ長調
ショーソン：ヴァイオリン、ピアノと弦楽四重奏
のための協奏曲 ニ長調 作品21

■公演情報

文：関根哲也

フランス近代の室内楽をたどる旅
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INFORMATION
※以下は7月6日現在の情報です。公演等に関する最新情報は当館ウェブサイトにてご確認ください。

Lucky FM 茨城放送
「水戸芸術館 presents みんなのクラシック」
毎週日曜 7:30～8:00
パーソナリティ：石井哲也アナウンサー
出演：音楽部門学芸員（月替わり）
学芸員がおすすめの曲をご紹介して、クラシックの魅力
をお届けする番組です。

▼Lucky FM ウェブサイト
https://lucky-ibaraki.com/
▼radiko（ラジコ）でもお聴
きいただけます
https://radiko.jp/

◆水戸芸術館 新・専属楽団 カルテットAT水戸 第1回演奏会
 8.6（日）14:00
 料金［全席指定］一般¥4,500／U-25（25歳以下）¥1,500

◆0歳からのわくわくオルガン・コンサート もり★オルガン
 8.11（金・祝）11:00
 料金［全席指定］子ども（0歳～小学生）¥500／一般（中学生以上）¥1,000

◆Ensemble cinq couleurs 木管五重奏で味わう音楽劇と隠れた名曲たち
 8.20（日）14:00　料金［全席自由］¥1,000

◆水戸市民会館開館記念事業・水戸芸術館連携事業
 サイトウ・キネン・オーケストラ ブラス・アンサンブル
 2023セイジ・オザワ 松本フェスティバル 特別公演
 会場：水戸市民会館グロービスホール（大ホール）
 8.30（水）19:00
 料金［全席指定］A席¥4,000／B席¥3,000／U-25（25歳以下）¥1,000

◆中田喜直の“うた”の世界～生誕100年に寄せて～
 曲目構成・お話・ピアノ：塚田佳男
 9.18（月・祝）14:00
 料金［全席指定］一般¥3,000／U-25（25歳以下）¥1,000

◆庄司紗矢香（ヴァイオリン）& ベンジャミン･グローヴナー（ピアノ） 
 ＆モディリアーニ弦楽四重奏団
 9.23（土・祝）15:00
 料金［全席指定］一般¥7,000／U-25（25歳以下）¥2,000

コンサートホールATM

8・9月の主な音楽イベント

エントランスホール
◆ぴーすプロジェクト「平和作文朗読発表会とオルガン・コンサート」
　 8.12（土）13:30～14:15 高橋博子、重松希巳江（クラリネット）

◆パイプオルガン・プロムナード・コンサート（入場無料／事前予約不要）
□8.27（日）12:00～12:30 山司恵莉子
□9.3（日）12:00～12:30／13:30～14:00 栗山美緒
□9.9（土）12:00～12:30／13:30～14:00 甲斐弦也

チケット・インフォメーション
《8.26（土）発売分》
■茨城の名手・名歌手たち 第31回
 10.29（日）16:00

■バボラーク・アンサンブルwith吉野直子
 11.26（日）15:00

■クリスチャン・ツィメルマン ピアノ・リサイタル
 12.6（水）19:00

《9.23（土）発売分》
■クリスマス・プレゼント・
 コンサート2023
 12.23（土）16:00

■ちょっとお昼にクラシック
 高橋敦（Tp）&呉信一（Tb）&
 竹島悟史（Perc）
 2024.1.26（金）13：30

好評
放送中!

◆ミュージカル『カラフル』
8.19（土）18:00～、20（日）14:00～
料金［全席指定］
S席一般¥8,500／U-25（25歳以下）¥6,500
A席一般¥6,500／U-25（25歳以下）¥4,500
原作：森絵都「カラフル」（文春文庫刊）
脚本・作詞・演出：小林香
作曲・編曲：大嵜慶子
出演：鈴木福、川平慈英ほか

ACM劇場
演劇・美術のイチオシ企画 !

蚊の季節になりました。蚊に刺されやすく、大勢の中にいてもなぜか集中攻撃される私。早速虫除
けスプレーを買いに行くと、大きくてリアルなトンボ型のブローチ（虫除け）が…。これを付けたら
蚊より人にびっくりされそうです。（綾）　

夏が来れば思い出す…毎年この時期になると、担当させていただいている12月の「クリスマス・プ
レゼント・コンサート」の準備が本格的に始まります。昔から真夏にクリスマスソングを聴くのが
好きな私には合っているかも。（鴻）

スペインのサント・ドミンゴ・デ・シロス修道院聖歌隊が歌うグレゴリオ聖歌のミュージックカセッ
トを手に入れて、聴いています。グレゴリオ聖歌が癒しの音楽として流行した今から丁度30年前
のテープ。予想以上に良い音質でした。（篠）

演出家の栗山昌良先生がご逝去された。学生時代、藤沢市民オペラに出演させていただいたとき
衝撃の“栗山体験”をし、水戸芸術館では市民オペラ等の現場で再び張り詰める緊張感の中でご
一緒させていただいた。心よりご冥福をお祈りします。（て）

実家に2.3週間に1回ほど顔を出すのですが、愛猫が私のことを忘れたみたいで、あんなに仲良し
だったのにすごい逃げまくります（笑）元々臆病者でしたが、会う期間が空いてさらに臆病者にな
りました。これはお菓子で釣るしかない! ! (春）

とある日曜の朝。早起きしたので何気なくラジオをつけると、なんとも味わい深い番組を発見。「朝
の小鳥」という、野鳥の声をお届けして70年（!）というご長寿番組でした。ほんの5分間、森林の中
にいる気分を味わいました。（樹）　　　　

7月に新しい水戸市民会館が開館し、8月には芸術館の新専属楽団「カルテットAT水戸」が始動する。
新しい出発が重なる今夏。革新性こそが芸術創造の源泉であり、新しい価値の創出のためにも、チャ
レンジ精神を持ち続けたい。（中）

水戸芸術館では12月に開催する「水戸の街に響け！300人の《第九》」のコーラス参
加者を募集いたします。詳しくは、当館ウェブサイトから応募要項をご覧ください。
【公演日】2023年12月17日（日）【演奏曲】ベートーヴェン：〈交響曲第9番〉4楽章
【応募資格】10月～12月に水戸芸術館で行う練習に参加できる方（経験不問）
【参加料】2,000円　【応募締切】8月31日（木）
【お問合せ】水戸芸術館音楽部門《第九》係

★《第九》コーラス参加者募集!

★新聞にて音楽部門学芸員によるコラムを連載中!　
○茨城新聞「ATM便り」 毎月１回（不定期）
○東京新聞「水戸芸術館発 クラシックへの旅」 毎月第3日曜

金管楽器奏者は
お酒好きが多いらしいよ。
高貴なる葡萄酒に乾杯!

◆市民会館開館記念事業 アートセンターをひらく 2023－地域をあそぶ
7.22（土）～10.9（月・祝）
［休館日］月曜日（祝日の場合は翌火曜日）
［開場時間］10:00～18:00（入場は
17:30まで）
※水戸市民会館・京成百貨店と連携。各施
設の開館時間に準じる。
［入場料］一般¥900／団体（20名以
上）¥700 ※大学生以下／70歳以上、障
害者手帳などをお持ちの方と付き添いの方
１名は無料

現代美術ギャラリー

グラフィックデザイン：長嶋りかこ（village®) +
川久保美桜（village®)


